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 介護保険制度導入の基本的考え方 

・介護保険制度は、高齢化の進展による介護ニーズの増大、要介護者を支えてきた家族

の状況変化、従来の老人福祉・老人医療制度による対応の限界を背景に、高齢者の介護

を社会全体で支える仕組みとして創設され、2000 年 4 月より開始。自立支援を理念と

し、利用者本位のサービス選択、社会保険方式を採用した（村上のスライド 3,4）。 

 介護保険制度の仕組み 

・スライド５の通り。市町村と特別区が保険者。被保険者は①65 歳以上の第 1 号被保

険者と②40 歳から 64 歳の第 2 号被保険者に分かれ、特に受給要件、保険料の徴収方法

が異なる（スライド６,7）。被保険者は要介護認定を受けて、サービス事業者からサービ

スを利用する。自己負担は 1 割～3 割。保険者は第 1 号被保険者の保険料を徴収し、介

護サービス費用の 7 割～9 割をサービス事業者に支払い、介護保険財政を運営する。財

源は税金 5 割、保険料 5 割。 

 制度の利用の流れ 

・スライド８の通り。サービス利用者は、市町村の窓口で要介護認定申請を行う。要介

護認定は、介護の必要量を全国一律の基準に基づき客観的に判定する仕組み。市町村は

スライド 9,10 の通り、認定調査員による認定調査、主治医意見書に基づくコンピュー

ター判定を行う（一次判定）。次に介護認定審査会により、一次判定結果、主治医意見

書等に基づき審査判定を行う（二次判定）。この結果に基づき、市町村が申請者につい

ての要介護認定を行う。 

・要介護度によって、区分支給限度基準額（居宅サービスや地域密着型サービスの利用

額の上限（月））が異なる（スライド 11）。 

・介護サービスの種類はスライド 12 の通り。要介護 1～５の人は上段の介護給付、要

支援 1,2 の人は下段の予防給付のサービスを受けられる。右側の市町村が指定・監督を

行う地域密着型のサービスは、原則として利用対象者はその市町村の住民のみ。 

・介護報酬は、事業者が利用者に介護サービスを提供した場合の対価(スライド 13)。 

単位で決められ、医療保険の診療報酬は全国一律で 1 点 10 円だが、介護報酬は地域・

サービス内容によって 1 単位あたりの金額が異なる（10～11.4 円）。地域によって人件



費や物価が異なることを考慮（医療保険は地域を母体としない保険者も多い）。 

・ケアマネージャーは介護保険のキーパーソンである。利用者の状態、ニーズを踏まえ、

適切なサービスを組み合わせ、ケアプランを作成し、ケアマネジメントを行う（スライ

ド 14）。サービスの組み合わせとともに提供者のチームを形成する役割も重要。病院へ

の入院、退院時の連絡、調整も担う。 

 制度利用者の増加と課題 

・制度創設以来 20 年間で、サービス利用者は 3.3 倍に増加（スライド 15）。 

・介護費用と 65 歳以上が支払う保険料も増加（スライド 16）。 

・要介護認定率は年齢が上がるにつれ上昇。年齢階級別の人口 1 人当たりの介護給付費

は 85 歳以上の年齢階級で急増（スライド 17）。 

・人口構造の推移を見ると、2025 年以降、現役世代の急減が深刻（スライド 18）。財政

的にも、介護の担い手不足としても課題となる。 

 地域包括ケアシステムの構築に向けて 

・現在進められている地域包括ケアシステムの姿はスライド 19。地域包括支援センタ

ーとケアマネージャーの役割が大きい。図の下部の生活予防・介護予防を重視し、老人

クラブ、自治会等による活動も期待。 

・地域包括支援センターは、介護予防ケアマネジメント、包括的・継続的ケアマネジメ

ント支援業務など多面的支援の展開を目的としており、医療・介護の連携の役割も担っ

ている（スライド 20）。 

・総合事業についてはスライド 21 の通り。地域包括支援センターによる介護予防ケア

マネジメントに基づき、総合事業のサービスと介護予防給付のサービス（要支援者のみ）

を組み合わせて利用できる。総合事業の財源は介護保険の給付費と同じ。 

 介護する家族の仕事と介護の両立 

・雇用者の共働き世帯数は、男性雇用者と無業の妻からなる世帯数の倍以上（スライド

22）。 

・介護している雇用者の年代別割合は、50 歳台、60 歳台で多い（スライド 23）。 

・介護離職を防ぎ、仕事と介護を両立するためには、ひとりで抱え込まず、①勤務先の

「仕事と介護の両立支援制度」の利用、②介護保険サービスを利用し、自分で介護をし

すぎず、介護体制を整え良質の介護をマネージすること等、スライド 24 の 5 つのポイ

ントが重要。専門職の方々からも家族へのアドバイスをお願いしたい。 


